


オンラインで６回の子ども環境ラボを開催し、先進的な保育を
行う保育事業者、保育施設を手がける設計者、照明デザイナー、
研究者、子ども図書館員を講師に招き、保育関係者や建築関係
者、研究者など全国から延べ 232 名が参加しました。

木育活動 子ども環境ラボ　2022
木こりになろうワークショップ

事業者コンサルティング

保育園建替えサポート

設計design・共有 share

社会福祉学・建築計画学の専門家と共同し、理事や保育士の先生方とともに 2
回のワークショップ、保育園・地域に開く福祉施設の見学を行い、設計者面談
を経て設計者選定に至りました。さらなる課題も見えてきて、今後は設計者も
加わって具体的な検討に向き合っていきます。

■テーマ　インクルーシブ保育・地域支援・乳児から成人までの障害児支援

園舎の建て替えにあたり、運営者と現場のスタッフが一緒に将来
のサービスのあり方を考え、設計者を選びたいという社会福祉法
人のサポートを行いました。

■テーマとプログラム　木育のテーマは園の希望から「コンポストトイレ」を
作ることを目標としました。里山の資源である木～森の生物～微生物～彼らの
うんちである土 ( 堆肥 )～人間をすべて結びつける、人間も自然の循環の一部
であることを学ぶプログラムとしました。循環のためには、木を使うことも重要
なことであり、裏山の木を使った木工体験も組み込みました。（５歳児対象）

■ワークショップ　千葉県鴨川市を拠点に活動する木こりを講師に迎え、コロナ
禍での社会情勢を見据えつつ、プログラムを調整しながら３回行いました。

第１回 (2021 年 12 月 14 日実施 )　森の循環の学びと「木の苗づくり」　　　
　（雨天のため、堆肥のポットづくりとした）（写真上左右）　　　　　　　　　
第２回 (2022 年 1月19日実施 )　木こりになろう「木の苗づくり」　　　　　　
木こりと裏山へ行き、実生を掘り当て、子ども達は「ベイビーツリー」と呼んで、
一人一人大事にポットへ移植しました。（写真中左）　　　　　　　　　　　　
第３回 ( 同 3 月 10 日実施 )　木こりになろう「森のトイレ」「枝えんぴつづくり」
コンポストトイレに使う枯れ葉やバーク集め、木工具を使って「枝えんぴつ」や、
トイレの壁を飾る切り株ビーズや看板を造り、トイレを完成させました。トイレ
小屋は木こりが建てるログハウスを木こりと園 Power で共同設計。トイレ小屋
の丸太以外はすべて裏山の枝打ちや伐採木を利用。（写真中右 /下左右）

■今後の展開　実生は今後、森に植え替えられ、コンポストトイレは園で使い
やすいようにカスタマイズしてゆきます。木育と並行して、里山全体の手入れも
進んでいます。木育プロジェクトとしては、森が近くにない園でも実施できるよ
う内容をアレンジしながら、他の園でも行っていきたいと考えています。

「しぜんの国保育園」において、園に隣接するお寺の里山で、子
どもたちが「木こり」とともに体験し学ぶ木育プログラムを実施し
ました。( 東京都 2021 年度「保育園による木育活動の支援事業」)

設計 design


